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から下 り始め50Kほどでほとんどなくなった｡かわってC面内 (ここではa軸 )に残留磁化
が現われた｡ (図3,図4) そこで我々は,低温側での磁気樹立として,まず,磁気モーメ
ントの作る三角がC面から垂直に立ち上がったモデルを考えた｡ (図5) 次にそれを確かめ
るため,中性子回折を行なった｡
中性子回折の結果は,しかし,どうも低温側でも基本的な磁気構造には変化がないようであ
るということがわかった｡ そこで,C軸方向に弱強磁性の現われる新たなモデルとして,3つ
のモーメントのそれぞれが,わずかにC軸の方向-傾き,ちょうど傘のような構造をとる場合
(図6)と,Snの siteに入ったexcessMn(中性子回折の結果,約7%のexcessMnが
Snsiteに入っている)が,C軸方向を向いてorderした場合の2つの可能性を考えた｡ こ
の2つのモデルにっいては現在検討中である｡
次に,低温でのもう1つの変化に,中性子回折で約200K以下で, (1,0,♂),(1,0,1
+♂),(∂一±0.1)に satellitが観察されたことがあげられる｡これについては,Zimmer,
Kren の粉末による研究の報告がある. それによると,室温で存在した弱強磁性が,温度を下
げていくと約200Kほどで消え,そのとき(1,0,1)反射の両側に satellitが現われるとい
うものである｡彼らによると,それはC軸方向に進むスクリュー構造によるものである｡ しか
し,今回の我々の実験の場合,S｡tellitの強度は,主ピークのおよそ 1/100ほ一どしかなく,
しかも,200K以下でも弱強磁性は残っており,単純なプロパースクリューではないようだ｡
sateHitの原因について,モーメントの方向が約 10倍周期 で面内や左右に振れているような
モデル(図7)が1つ考えられる｡
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